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プロジェクトの 

概     要 

※ 昨年度採択された課題を継続申請する場合は，昨年度の成果と今後の研究計画を記入すること。

 

ウェーブレット変換の最大の特徴は時間と周波数の同時解析が可能なことであり，画像処

理・信号解析などの各分野で幅広く応用されている．ウェーブレット変換は大別して連続ウ

ェーブレット変換（CWT）と離散ウェーブレット変換（DWT）に分けられる．CWTにおいては，

解析に用いるマザーウェーブレットの選択により解析結果が異なる問題，DWTにおいては，信

号位置が僅かシフトした場合に解析結果が振動的になるシフト不変性欠如の問題などが，こ

れまでに議論・研究されてきた． 

これらの問題点に対して，本研究室では，解析対象信号を用いたマザーウェーブレットの

構成法（実信号マザーウェーブレット）や完全シフト不変な複素数離散ウェーブレット変換，

異常信号検出のためのユニークな寄生的離散ウェーブレット変換などを提案してきた．また

これらの産業応用として,生体信号のインパルスノイズとホワイトノイズの削除，自動車室内

における振動・騒音源探索，音響解析のための音源分離，繊維表面異常検査，鏡面反射を有

する製品の微小傷検査などの応用を図ってきた．現在もこれらの研究を進めるとともに，提

案手法を実装したプログラムの配布・普及に取り組んでいる．なお，これまでの研究開発事

例については，研究室Ｗｅｂページ（http://is.pse.tut.ac.jp/）もしくは，関連出版物（戸

田 浩，章 忠，川畑洋昭，「最新ウェーブレット実践講座 入門と応用」ソフトバンクリエイ

ティブ，2005；Y. Shimizu，Z. Zhang，R. Batres，Frontiers in computing technologies for 

Manufacturing applications，Springer，2007）等を参照願いたい． 

 

本研究プロジェクトでは，上記のウェーブレット変換理論・技術に対して，①上記の変換

理論を産業上の解析・分析等に応用する新展開，②既存のソフトウェア技術に特化し，さま

ざまなプログラミング言語等へ移植・実装を行う普及展開，③新たなアイデアや理論を導入

した変換理論の開発  のいずれかの研究テーマについて，広く共同研究を募集する． 

 

高専教員に希望 

する研究テーマ 

内  容  等 

高専教員に希望する研究テーマ・内容を以下に述べる． 

 

(1)知識提供 

上記の研究課題について，理論上あるいは実装上の克服課題も多い．特に高速化に向けた

アルゴリズム開発やより使いやすいソフトウェアの実現にむけた改良が必要である．現在，

Ｃ言語をはじめとしてＭＡＴＬＡＢ，ＬａｂＶｉｅｗによる実装を検討しているが，これら

への実装に際して，独自の研究分野の観点から改良点や新たなアルゴリズムに関する経験的

知識が必要となるため，これらの知識を有する教員との共同研究を希望する． 

 

(2)応用分野開拓 

上記の研究課題について，産業現場，学生実習，各種信号・画像処理システムへの応用・

実装を行い，実データにもとづく有効性検証が不可欠である．そのため，本申請課題へ参画

し，各種信号・画像解析応用事例への適用と問題点の抽出を行い，従来提案されていない，

新たな領域への応用について実データを対象とした検証実験の実施を中心とした共同研究を

希望する． 

 

(3)プログラムのパッケージ化 

上記研究課題で提案する手法について，ソフトウェア・ハードウェアを問わず，実装を行

い，実用的な回路・プログラムパッケージ化の推進を中心とした共同研究の実施を希望する．

 


